
 
良い家の条件は、大きく分けて二つあると私たちは考えています。 
 
一つは、昔の人が培ってきた考え方や工夫を取り入れ、 
新しい技術でそれを補うということ。 
建物全体の気密性（隙間を小さくすること）や断熱性を高く 
することにより、太陽の熱や光・風といった自然の力を最大限 
に利用し、環境負荷を最小限に抑えることができます。 
住み心地の良さは、暮らしやすさに直結します。 
 もう一つは、“変えられる”ということ。 
家に合わせて暮らし方を変えるのではなく、“暮らし方に
合わせて家を変化させる”私たちは“スケルトン＆インフル”
という考え方を取り入れています。 

設備や表面的な見た目ではなく、一年を通じて快適で、
一生を通じて最適な暮らしのできる家。 
本当に良い家とは、住まう人に優しく寄り添ってくれる家
ではないでしょうか。 
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～会社ってどこにあるの 
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みなさんには故郷と呼べる場所はありますか？ 
家族の歴史がいっぱい詰まった故郷の家って素敵ですよね。 
 
現在の日本の住宅の寿命は約 30 年と言われています。 
極端なローコスト化や利益優先の建築会社などの出現により住宅の価値や質が
下がり、安易に創っては壊すを繰り返してきたからです。 
 
 

清々しい青空に鯉のぼりが気持ちよさそうに泳いでますね。 
ゴールデンウイークも終わってるのに、休み気分がなかなか抜けません。  
さあ、仕事、仕事！                     ヾ(￣o￣;)ｵｲｵｲ 
実は、わが社にもホームページがあるんです。 そこにも書いてあるんですが、まだ見ら
れてない方や、パソコンを使われない方にも是非、私たちの家創りに対する思いとい
うものを知ってもらいたくて、今回は改めて少しまじめに書かせていただきます。 

しかし、地球規模で環境問題が深刻化する中、国も
従来の『どんどん家を建てよう』ということをやめ、住宅
の解体や除却に伴う廃棄物の排出を抑制し環境負荷
を軽減するなど『長期的に暮らせる良質な家を創ろう』
という方向（長期優良住宅）にシフトしました。 
 
 良いものを創って、きちんと手入れして、永く大切に使うという原点に帰った考え方
が、未来の子供たちの為にもこれからの家創りには必要になってくると思うのです。 

～原点回帰～ 

～暮らしに寄り添う家～ 

 

 

 



事務                       
中藤 和子   S49 生まれ A 型 
 

大切な家族を守る為、家には強靭な構造が不可欠です。 
ネクサスアーキテクトでは、一棟一棟構造計算を実施します。 
地震の多い国だからこそ、正確に安全性を確かめ、信頼 
できる家を創ることが私たちの責務だと信じているからです。 
 
 
  
 

私たちが手掛ける家は、かせるストック（移住・住み替え適
合住宅）認定の家として、一般社団法人移住・住み替
え支援機構の運営するマイホーム借り上げ制度を利用す
ることが出来ます。 
これにより、万が一の時にも大切な家を手放すことなく、
賃貸として家賃保証を受けながら維持することが可能に
なります。 

施主様の思い描く未来に沢山のわが
ままを盛り込んで、またその次の世代も
安心して住み継げる家。 
これが私たちネクサスアーキテクトの 
目指す家創りです。 
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株式会社 

ネクサスアーキテクト 
〒713-8113 

岡山県倉敷市玉島八島 1384-2 

ＴＥＬ  086-441-0650 

ＦＡＸ 086-441-0665 

http://nexus-architect.com 

 

好きな事 
サッカー観戦 
ライブに行く事 
 
方向音痴な私ですが、 
カーナビがあれば何処へ
でも行けちゃいます。 
ナビってすごい！！ 

～スタッフ紹介～ 

～大切な家族を守る～ 

～大切な暮らしを守る～ 

どんなに思いの詰まったマイホームを手に入れることが出来
ても、予測しえないことが起こらないとも言えません。 
 


